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事務事業進捗報告シート

17 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和7年度

事務事業名 公園維持管理事業 事業期間 平成

基本事業 公園の整備

事業概要・目的
石井樋地区に整備された「さが水ものがたり館」の運営及び周辺の公園の維持管理を行い、市民に身近な憩いの
場や娯楽学習の場を提供する。

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 建設監理課　管理一係 担当課⾧名 藤尾　彰二

総合計画に
おける位置づけ

政策 恵まれた自然と共生し、人と地球にやさしいまち        

施策 22都市のみどりと美しい景観の創出

さが水ものがたり館　開館日数　303日間令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

8,399 9,006 8,752 8,733 11,747

　　事業総額 11,284 12,130 15,706 15,873 19,354

成果指標① 単位

年間入館者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

7,757
12,000 12,000 12,000 12,000

9,638 10,203 10,469 9,467

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
令和6年度は国スポなど市内イベントが例年より多かったことで、小学生などの団体申込数が少
なかったが、積極的に企画などを行い活動をしており、目標は概ね達成されている。

今後の改善策、対応策等

さが水ものがたり館企画調整会議構成機関が企画展示を実施する。
市河川砂防課:河川愛護ポスター等展示、市緑化推進課:みどりと花のフォトコンテスト作品展示　等
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和7年度

事務事業名 道路政策調整提案事務 事業期間 平成

基本事業 基幹交通網の整備による円滑な移動の確保

事業概要・目的

主要国県道の整備促進を図るため、関係市町が一体となって、事業主体（国・県）に対して地域の実情を訴え
るとともに、必要な事業等についての提案を行う。
提案等については、関係市町を会員とした期成会等の組織により行う。その期成会等の組織については、佐賀市
が会⾧となり事務局をしているものが7団体、それ以外（会員等）については10団体ある。

事業の対象者 道路利用者

年度

担当部署・係名 建設監理課　政策総務係 担当課⾧名 藤尾　彰二

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 道路ネットワークの充実

事業主体（国・県）に対する佐賀地区建設関係合同期成会や九州国道協会等による提案活動の開催
　①国交省、財務省への提案　11件
　②各種団体による提案活動、各種大会への参加　8件
　③佐賀地区建設関係合同期成会総会及び幹事会の開催　2件

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

2,465 2,493 2,930 3,474 3,776

　　事業総額 2,465 2,493 2,930 3,474 3,776

成果指標① 単位

道路事業促進に関する提案項目の達成率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

65
65 65 67 67

65 65 67 67

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
道路事業促進に関する提案項目の対象事業（国、県）については、国及び県において概ね予
定通り整備が進められている。

今後の改善策、対応策等

事業主体である国及び県に対し、提案活動等を通じて、事業の促進を強く訴えていく。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和7年度

事務事業名 治水政策調整提案事務 事業期間 平成

基本事業 治水対策等の充実

事業概要・目的

国又は県管轄の河川の整備促進を図るため、関係市町と一体となって、事業主体（国・県）に対して地域の実
情を訴えるとともに、必要な事業等についての提案を行う。
提案等については、関係市町を会員とした期成会等の組織により行う。その期成会等の組織については、佐賀市
が会⾧となり事務局をしているものが４団体、それ以外（会員等）については8団体ある。

事業の対象者 河川流域住民・企業等

年度

担当部署・係名 建設監理課　政策総務係 担当課⾧名 藤尾　彰二

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 安全で美しい河川環境の適切な管理

事業主体（国・県）に対する佐賀地区建設関係合同期成会や九州治水期成同盟連合会等による提案活動
の開催
　①国交省、財務省への提案　9件
　②各種団体による提案活動、各種大会への参加　4件
　③佐賀地区建設関係合同期成会総会及び幹事会の開催　2件

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

2,523 2,040 2,084 2,772 2,816

　　事業総額 2,523 2,040 2,084 2,772 2,816

成果指標① 単位

治水利水事業促進に関する提案項目の達成率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

64
64 64 64 64

64 64 64 64

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
治水事業促進に関する提案項目の対象事業（国、県）については、国及び県において概ね予
定通り整備が進められている。

今後の改善策、対応策等

事業主体である国及び県に対し、提案活動等を通じて、事業の促進を強く訴えていく。
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事務事業実績報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和7年度

事務事業名 嘉瀬川ダム水没地内環境保全事業 事業期間 平成 年度

担当部署・係名 富士支所　市民サービスグループ 担当課⾧名 富士支所⾧　 大中 陽一

基本事業 治水対策等の充実

事業概要・目的
幹線道路沿線の除草作業等により荒廃の抑制を図るため、富士町内の関係自治会に業務委託をしている。
嘉瀬川ダムは平成２３年度に完成しているが、水没地内の環境保全を引き続き行っていく。

事業の対象者 嘉瀬川ダム周辺の市民・団体

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 08安全で美しい河川環境の適切な管理

根拠法令等

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

0

　　事業費総額 9,740 9,811 10,134 10,922 11,814
うち佐賀市の
負担額

0 0 0 0

活動実績① 単位

延面積 ㎡

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

156,650 156,700 156,700 156,700 156,700

ダム水没地内を地元地域の手によって良好な状態で維持管理を行うことは、ダム事業の目的に対する地域の理解を促し、災害に対
する備えと防災意識の向上につながるため、引き続き、活動量を維持しながら水没地内の環境保全に努め、荒廃防止の為の対策を
実施する。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位

156,620

156,640

156,660

156,680

156,700

156,720
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0

1

1

R2 R3 R4 R5 R6

5



事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和7年度

事務事業名 放置自転車等対策事業 事業期間 平成 令和

基本事業 生活道路の整備による快適で安全な移動の確保

事業概要・目的
○平成5年4月から放置自転車等の一掃を目指した「佐賀市自転車等の放置防止に関する条例」を施行した。
○平成5年3月末から、佐賀駅周辺に自転車駐車場を整備し、通勤通学者の自転車等（自転車・50ccバイ
ク）利用の放置の防止及び利便性の向上を図っている。

事業の対象者 市民（自転車等利用者）

年度

担当部署・係名 建設監理課　管理一係 担当課⾧名 藤尾　彰二

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 12道路ネットワークの充実

○放置自転車担当職員による、口頭指導や警告・注意札による注意喚起を行った。
○放置された自転車等を撤去し、一定期間、引取りがない場合は、再利用またはスクラップ処分を行った。
○市内の各学校に対し、駅周辺の自転車放置禁止区域や自転車駐車場利用について周知した。
○警察官ＯＢの団体（警友会）と委託契約し、新入学の時期に合わせ自転車等の利用者に対する街頭指導
を実施した。
○市営自転車駐車場の運営（指定管理者制度）

令和6年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

うち佐賀市の
負担額

14,803 11,064 11,534 8,937 10,545

R6年度

　　事業総額 15,000 11,236 11,675 9,067 10,649

成果指標① 単位

自転車駐車場の利用率 %

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

81.4
92.7 93.8 94.8 95.8

88.2 87.6 83.9 86.2

成果指標② 単位

放置自転車等の警告数 台

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
自転車駐車場の利用率については、新型コロナウイルス感染症の影響から回復しているものの目
標は達成できていない。放置自転車等の警告数は、R1年度1,500台程度であったが確実に減
少しており目標を達成している。

今後の改善策、対応策等

今後も引き続きJR佐賀駅や市営自転車駐車場でのチラシ配布などにより自転車等利用者のマナー向上を図るとともに放置自転車
防止のパトロールを継続していく。
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